
1



ICT活用工事への取組

• 弊社のICTへの取組として、いきなりICT活用工事で求められている事全
て行うのは工事を担当する技術者にも負担がかかるので、まず準備段階と
して前年度にソフト等が使用する事が出来る様に講習への参加と前年度に
受注したICT活用工事ではない工事で3次元データの作成と快測ナビと自
動追尾型トータルステーションを使用しての測量及び丁張設置を行い施工
し、まず慣れる事から始めてみました。

• 設備投資として、設計データ作成ソフトについては国のIT補助金を申請し
て購入し、自動追尾型トータルステーションについては経営強化税制対象
機種となるので必要な申請を行い購入しました。

• 高知県も内製化チャレンジ型として、施工者希望型より少しハードルを下
げた制度が出来たので、弊社も今年度から受注した工事で出来るとこまで
やってみようという事で取組む事に決めました。

2



工事 1
工事概要
工事番号：道交地防安（改築）第102-013-6号
工事名 ：県道宿毛津島線 防災・安全交付金工事
発注者 ：高知県幡多土木事務所宿毛事務所
工事場所：高知県宿毛市橋上町出井
工期 ：令和3年2月2日～令和3年11月27日
請負金額：￥87,483,000
工事内容：施工延長L⁼169ｍ 大型ブロック積Ａ⁼420ｍ2

重力式擁壁Ｖ＝95ｍ3
コンクリートブロック積Ａ＝117ｍ2
防護柵工Ｌ＝151ｍ

ＩＣＴ活用工事としての取組は、ＩＣT土工を施工者希望
型で検討しましたがICT建機において重機リース会社の指導
者と現地踏査の結果、県道上に樹木の枝葉が張出している
事もあり、施工時にGNSS信号を受信出来ない事があると
の事もあり、本工事においては内製化チャレンジ型として、
①3次元起工測量、②3次元設計データ作成、③3次元データ
の納品まで実施する事にしました。
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工事 2
工事概要
工事番号：道改（特定）第12-104-6号
工事名 ：県道宿毛宗呂下川口線道路改良工事
発注者 ：高知県幡多土木事務所宿毛事務所
工事場所：高知県宿毛市小筑紫町石原
工期 ：令和3年3月20日～令和3年10月31日
請負金額：￥44,605,000
工事内容：施工延長L=47ｍ 擁壁工Ｖ＝142

ｍ3 法面工Ａ＝400ｍ2
水路工Ｌ＝47ｍ

ICT活用工事として、ICT法面工を施工者希望型
で実施しました。ICT法面工にはICT建機の該当
はないので
①3次元起工測量、②3次元設計データ作成、③3
次元出来形等の施工管理、④3次元データの納品
まで実施する事にしました。
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①-1．3次元起工測量
2工事とも木等の障害物があり、UAVでの測量が難しいとの事で地上型レー
ザースキャナーによる三次元測量を採用しました。
起工測量については、測量機を所有していないので外注にて実施しました。
いずれも1日で測量作業は完了しました。

県道宿毛津島線 TLS測量状況 TLS測量 3D 5



①-2．3次元起工測量
通常おこなっていた横断測量と比較するとかなりの工程短縮され、計画面
と対比する事により容易に土量算出も行えます。

県道宿毛宗呂線 TLS測量状況 TLS測量 3D
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②3次元設計データ作成
3次元設計データ作成は外注せず、自社で作成しました。
自社ではソフトをサイトスコープとサイテック3Dを使用しました。
サイトスコープで現況点群データの横断を抽出し、設計データはサイテック3Dで作成しま
した。
今回は対象となる土工や法面工だけでなく構造物も3次元設計データを作成しました。

サイトスコープ サイテック3D 7



県道宿毛津島線 現況点群データ横断抽出

サイトスコープ 現況点群データ横断抽出
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県道宿毛宗呂下川口線線 現況点群データ横断抽出
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3次元設計データ作成

発注者の設計図面データを読込み、平面
線形要素を入力し縦断図より必要項目を
選択して平面線形を作成します。
縦断、横断の作成も同様に必要な要素を
入力し作成します。
平面線形、縦断線形を作成し横断形状の
選択を行い3次元設計データが出来ます。
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県道宿毛津島線 3次元設計データ
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県道宿毛宗呂下川口線 3次元設計データ 14



県道宿毛宗呂下川口線 土量情報図 15



③作成した3次元設計データを快測ナビへ
従来ならトータルステーションやレベルを使用し、現場で計算して丁張を
設置する作業でしたが、快測ナビと自動追尾型トータルステーション（杭
ナビ）を使用する事で容易に丁張設置や出来形測定が行えます。又、一人
での測量や丁張設置が可能となりました。

丁張設置状況 16



③作成した3次元設計データを快測ナビへ
従来のトタールステーション等での測量と比較すると大幅に時間が削減されまし
た。又、任意での計測も可能となり出来形の精度も向上されました。

出来形確認
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④3次元出来形管理等の施工管理
3次元出来形管理の出来形計測は、本工事では地上型レーザースキャナーで
計測し、3次元データを作成しました。

⑤3次元データの納品
データの納品については通常の電子納品作業と変わりなく出来ます。
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ICT法面工 計測点群からの法面積、枠幅検測（サイトスコープ）



ICT活用工事を初めて実際に取組んでみての感想

• 取組んでみて良かった点

①起工測量時の省略化

②立体可視化による説明等の高度化が図られた。

③丁張設置時での施工の効率化や作業人員の削減

④出来形計測の効率化

・今後の課題

①使用するソフトウエア事態への慣れや習熟

②ICT化の導入には費用がかかるので、その費用を回収するだけの受注量や利益が見込め
るか？

③技術者の高齢化

弊社技術者の正直な感想

ICT活用工事を2工事同時に初めて取組んでみて、最初は不安でしたが何とか出来ました。

やってみて三次元設計データ作成は、今後もソフトに慣れるまでには時間がかかると思い
ますが、測量業務等は大幅に効率化されました。結果として、慣れるまでは大変ではあり
ますが従来のやり方には戻りたくはありません。今後もICT内製化に向けて、積極的に取
組んでいきたいです。
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21ご清聴ありがとうございました。


